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研究概要 

 私たちの研究室では，熱水循環系における元素の挙動に興味を持ち，九州およびその南

西方面における火山性の陸上温泉，鹿児島湾の浅海熱水活動域，沖縄トラフ海底熱水活動

域における地球化学的研究を展開しています。熱水活動域から採取された水・ガス・堆積

物・鉱石などを化学分析して、それぞれの間の元素のやりとりを明らかにする手法を取る

研究が多くなっています。 
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現在所属する学生の研究例 
三好 陽子（D1）：鹿児島湾若尊火口内堆積物中の熱水変質反応 
大嶋 将吾（M2）：トカラ列島の温泉化学と海底熱水活動の可能性 
平尾 真吾（M2）：鹿児島湾若尊火口海底熱水系における Bを用いた熱水循環経路の解明 
大野 辰晃（M1）：阿蘇カルデラ内の温泉水と地下水の地球化学的研究 
 
分析手法 
1. 水試料の化学組成分析方法 

ICP-AES，ICP-QMS，AAS，IC，比色計など主成分は一通りできます。普通の微量元素
もできるはずです。 
2. 岩石，堆積物試料の鉱物組成，化学組成分析方法 

XRD，EPMA，光学顕微鏡（下記参照） 
 
コラボレーションの提案例 

 当研究分野には EPMA分析を専門とされている技術職員の方がいらっしゃいます。粘土
試料、チムニー片試料、懸濁物試料など扱いが難しい試料について、樹脂に埋め込んで薄

片や研磨片をつくって固相の化学分析するといった技を習得することができるでしょう。 
 あと個人的には熱水スペシエーション計算に興味がある方と一緒に勉強する機会があれ

ば、と思っています。 
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